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論文審査の要旨 

 

人工足関節置換術（以下 TAA）後に距骨が圧壊した症例では、通常の再置換手術が困難

となる。今回、TAA 術後に距骨インプラント沈下を生じた、もしくは第 1・2 世代人工

距骨併用 TAA 術後に距骨頚部にルーズニングを生じた症例に対し、全置換型人工距骨

に TNK ankleⓇの脛骨インプラントを併用した術式（以下 Combined TAA）にて再置換術

を行い、その臨床成績を評価した。対象は、当科で Combined TAA にて再置換術を行っ

た 10 例 10 足関節である。主観的疼痛評価を Numerical Rating Scale（以下 NRS）にて、

客観的評価は Japanese Society for Surgery of the Foot (JSSF) ankle-hindfoot scale にて行っ

た。足関節可動域、隣接関節の骨棘形成や関節症性変化についても術前後で比較を行っ

た。結果は、NRS 値、JSSF ankle-hindfoot scale 総計、その下位尺度、足関節可動域とも

に、数値は有意に改善した。隣接関節の骨棘形成の増悪はなく、関節症性変化もほぼ変

化は見られなかった。今回の結果から Combined TAA による再置換術は、後足部の可動

性や安定性を確保しながら、術前の疼痛を改善させ、日常生活やレクリエーションにお

ける運動能力を回復させることが明確に示された。  

公聴会では、本手術による周囲組織への侵襲の影響、一次治療としての可能性、対象

症例の患者側のリスク因子、材質上の問題点および優位点、今後の長期的展望、再々置

換術や隣接関節への関節症性変化に関する質問が為されたが、いずれも的確な考察のも

とに適切に回答され、学位研究の成果が認められた。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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